
選挙をめぐる調査と予測の方法は、今まさに過渡期にある。各社のエンジニア諸兄、ならびに

調査にかかわる各位の奮闘を称えたい。

今般の世論・選挙調査事情に関しては、研究大会特集の後に掲載した、当センターの松本正生

が総選挙直後の 年 月 日に日本記者クラブで行った会見の内容も参考にされたい 「

総選挙―有権者はどう対応したのか ―」 。

本誌の最後には、埼玉大学社会調査研究センターと毎日新聞社が毎年定例で実施する「日本の

世論 」調査の結果を掲載している。コロナ禍の影響で 年のブランクを余儀なくされたが、

同調査は今回で 回目を数えた。回答者の属性構成のバランスが確保されることをはじめとして、

郵送調査法の効用をあらためて確認することができよう。

年 月

埼玉大学社会調査研究センター

シニア・コーディネーター

松本 正生
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報 告 者 の 面 々
（ 左 か ら 大 栗 、 福 田 、 松 本 、 江 口 、 佐 藤 、 大 隈 各 氏 ）

江口 達也 氏
(朝日新聞社)

大隈 慎吾 氏
(社会調査研究センター)

大栗 正彦 氏
(福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽﾏｰﾄ)

福田 昌史 氏
(読売新聞社)

佐藤 航 氏
(毎日新聞社)
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第 回 世論・選挙調査研究大会

主催 埼玉大学社会調査研究センター

日時： 年 月 日 金 ～
オンライン開催（ による生配信）

大会テーマ

「 総選挙 情勢調査の岐路」
― 選挙予測の戦国時代 ―

はじめに ～

埼玉大学社会調査研究センター 松本 正生

報道各社選挙予測のパフォーマンス比較 ～

福井コンピュータスマート 大栗 正彦

年衆院選情勢調査の設計について－なぜネット調査を導入したのか
～ 朝日新聞社世論調査部 江口 達也

毎日新聞社における選挙予測調査の方法と精度 ～

毎日新聞社世論調査室 佐藤 航

読売新聞社の情勢調査 ～

読売新聞社世論調査部 福田 昌史

新調査 「 サーベイ」の方法と精度 ～

社会調査研究センター調査研究部 大隈 慎吾
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